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（承前…質問者は、葉祥明氏の作品には、重要な５
つの柱があるのではないかと考える。「平和」「環境」
「癒し」「智慧」「霊性」である。中でもその中心に
位置する「霊性」と他の４つの柱との関係について、
葉祥明氏に様々な質問を行った。）
○　次の質問は、「平和」と「霊性」についてです。
Ｑ④先生は、『地雷ではなく花をください』シリー
ズ23）、『あの夏の日』24）『君に聞いてほしい』25）など、
常に戦争の問題に向きあわれています。民族・国
家・人類の集合的無意識の次元において、何が戦
争をもたらす原因と考えられますか。また、平和
な社会を作るための処方箋については、どのよう
にお考えになりますか。そして、その中での霊性
の役割とは何なのでしょうか。
☆　まず、戦争の定義ですね。これは、宣戦布告に
よって行う国家間の殺し合いですね。その国の統
治者、政治家、指導者の判断によってそうなる。
そして、戦争で儲ける人々がいる。それが、通常
の戦争です。そして、多くの個人、国民が兵隊と
して戦って命を失う。現代では、一般市民も犠牲
になる。戦争って、実に愚かなことです。
　　ところで、人はなぜ争うのかというと、もとを
正せば、それは生存本能によるものだ、と思いま
す。闘争本能とも言っていい。それは、特にオス
に顕著だ。オスは縄張りを得ようとする。縄張り
を守ろうとする。そして、メスを獲得し、自分の
子孫を遺そうとする。それが動物の自然の本能で
す。特に、群れをつくる動物はそうだ。形を変え
ているけれど、人類の紛争も根本にそれがある。
自然の動物の本能、闘争と生殖と食べるという本
能が、戦争の出発点であると思う。スポーツや発
明・発見、学歴・就職等も勝つと得、負けると損
という生物学的問題です。
　　ただし古代ギリシアで哲学が生まれ、2500年前
にお釈迦様が生まれ、2000年前にイエス・キリス
トが生まれ、慈悲心とか愛とかいう、勝ち負けだ
けじゃない、闘争本能をコントロールする心があ
るよって言い始めた人たちがいて、その後、ヒュー
マニズム、人間性、人道主義が出てきた。だけど、
いまだに動物的で原始的な脳が優位な男性が、得
てして指導者になるんだよね。そういう人々が勝
ち負けにこだわる。
○　マクリーンの『三つの脳の進化』26）という本
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がありましたね。
☆　そう、小脳・中脳・大脳、延髄が、生存本能、
闘争本能、生殖本能、食欲をつかさどっています。
で、その後に、他の脳が幾つも幾つもくっついて
きて、最後に前頭葉、側頭葉その辺の脳がくっつ
いています。
　　一方、それに対して、愛や慈悲をつかさどる脳
がある。それはヒューマニティに通ずる。例えば、
マザー・テレサやアンリ・デュナン27）やナイチ
ンゲールがいる。しかし、愛と慈悲心、ヒューマ
ニティは誰しもが持っているものだ。脳の成り立
ちからも、それは言える。
○　Ｑ４に関連しているのですが、
Ｑ⑤先生は、作品で戦争を題材とされるとき、生々
しく悲惨にリアルに描くのではなく、色彩感や朧
化などの手法によって描かれますが、この手法に
ついてご教示ください。
☆　人には皆、日常生活を大切にしようという気持
ちがあります。だから、心地良い表現を好みます。
そして、日常性を壊されたとき、ディープ・イン
パクトに対して、人は目をそむけます。人は醜い
いものは見たくない。関心はあっても、直接見た
くはないのです。
○　では、丸木位里・丸木俊さんの『ピカドン』28）
についてはどのように思われますか。
☆　丸木さんね。お二人の作品は、すごいです。原
爆の悲惨さが、強烈に伝わってきます。読者の中
には、ディープ・インパクトがあった方が良いと
いう人もいるのです。しかし、僕は、より多くの
人に知ってもらうことをめざしているので、かな
りソフトな表現をしています。
○　次に、「環境」と「霊性」についての質問です。
Ｑ⑥『イルカの星』29）などの作品において、人間
を他生物の目で客観的に見ることの意味について
ご教示ください。また、人間と他生物との関係に
おいて、「霊性」はどのような意味を持つのでしょ
うか？人間は、「万物の霊長」30）と自称していま
すが、この言葉については、どのようにお考えで
しょうか？
☆　動物は自然そのもので、「創造の源」により近い
ところがあるから、人間は神の代わりに動物を畏
敬するのです。動物には、想像を絶するところが
ありますよ。このことから動物は神の化身とも見
られてきました。オオカミ、犬、牛、カエル、熊、
鳥･･･とね。
○　そう言えば、神道でも、蛇やキツネは神の使い
として祀られていますよね。神道はアニミズム31）
からきている。
☆　動物の目の奥をじっと見ているとすごく深い。
観察してみてください。彼らの眼の奥に神を感じ
ます。
○　人間が「万物の霊長」だなんて、思い上がりも
甚だしいですね。傲慢です。『森が海をつくる』32）
では、木の大切さを描かれていますが、植物にも
霊性を感じられますか？
☆　植物にも山にも、「霊性」はあります。
　そして、人間は、生物に対して、自然に対して、
畏敬の念を持ったと同時に破壊の念をも持ったの
です。こうした理解できないものは破壊したいと
いうような。ネズミやゴキブリに対する嫌悪や恐
れの気持ちがそうでしょう。ただ、破壊の念を愛
に転化することもできるはずです。
○　次に、再び「智慧」と「霊性」についての質問
です。
Ｑ⑦先生が、『ホワイトウルフの教え』33）を、ネイティ
ヴ・アメリカン34）の伝承文学に仮託して創作さ
れた意義とその経緯とをご教示ください。シル
バー・バーチとも関連性があるのでしょうか？
☆　ネイティヴ・アメリカンには、スピリチュアル
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な能力が濃厚にあります。そして、彼らの住むア
メリカ西部には人間存在を超えたものを感じます。
周囲のすべてに美があるんですよ。あの本を書い
た時期、僕は、ネイティヴ・アメリカンの言葉を
たくさん読んでいたんですよ。そこには自然から
のチャネリングが満ち溢れていた。そこで、アメ
リカ西部に行き、そのことを自分自身でも体験で
きたんです。
　　それから、僕は白い狼が好きでね。白い狼はネ
イティヴ・アメリカンの守護霊、トーテム・ポー
ル35）なんですね。だから『ホワイト・ウルフの
教え』と銘打ったんです。
　　さっきも出ていたけど、日本の神道はアニミズ
ムであり、ケガレを掃き清め浄化するということ
が自然に身についている。サッカーのワールド
カップで、日本のサポーターが試合後に掃除をし
て世界中で話題になっていたけど、あれはそこか
らきてるんですよ。現代のスピリチュアリティに
つながる。
　　地球は生命体、ガイアであり、生きている。宇
宙も生命体であり、生きている。その中で、自分
はどこから来たのか。実は、アリも自分もおのお
の同じ生命の顕れなんです。
○　次に、先生の何冊かの「霊性絵本」「スピリチュ
アル絵本」について、質問させていただきます。
まず、『ひかりの世界』36）についてお尋ねします。
Ｑ⑧『ひかりの世界』で、「死後の世界」を描こうと
思われたきっかけはどのようなことですか？出版
社の依頼で書かれることが多いということですが、
この本も出版社の依頼で書かれたのでしょうか？
☆　いや、この本のアイデアは、僕が提案したんで
すよ。ていうのはね、おぎゃっと生まれてから、
この世界でいろいろなことがある、そして死ぬと
いうのが、皆の思っている人生なんだ。そうする
とあまりにも、不公平なことが多いでしょう。
ちょっと、これはアンフェアだ。
　　それで、その不公平感を解消するために、最大
の謎っていうか、死後の世界を書こうと思って書
いたんですよ。そのために「臨死体験」37）の本
を1000冊以上読んだんですよ。
　　そして、輪廻転生、因果応報、カルマの法則は、
真 実 だ と 思 い ま し た ね。『THE THIRTEENTH 
FLOOR』（邦題『13F』、38））という映画を知って
いますか。主人公は、知らなかった過去と現在を
超えた大きな世界を知ることで、本当の自分って
何だろう、と考えるようになる。ところが、実は
これには裏があって、コンピューターのソフトが、
この世界のシナリオを作っていたんです。
○　まるで『リング』の続々編の『ループ』39）み
たいですね。
　では、次の作品にまいります。『リトル・ブッダ』40）
です。
Ｑ⑨『リトル・ブッダ』は、誰もが高い心の境地に
到達できる可能性があるというモチーフを描いた
作品と考えてよろしいでしょうか？また、ベルト
リッチ監督の『リトル・ブッダ』41）の影響もあ
ろうかと存じますが、先生ご自身の仏陀や仏教に
対するお考えをお聞かせください。
☆　この作品はね、何といっても映画の『リトル・
ブッダ』に出てくるカッコよくて身近なブッダに
触発されたんだよね。そう、キアヌ・リーブスの
ブッダ。
　　この時期、インドはきわめて浄化された時期
だった。破壊と創造、浄化と再生。こうした流れ
は、宇宙では当たり前のことなんだよね。全部ひっ
くるめて一度壊れ、浄化されてから再生してゆく。
現代もまた、ニュー・エイジ以来、スピリチュア
ルな目覚めが起き、浄化へと向かっている。万物
は変化してゆく。
○　でも、世界の歴史を見ると、一筋縄ではいって
いないようにも思えます。冷戦が終結したらブッ
シュが出てきて戦争を始めたり、オバマが出てき
て核兵器廃絶・軍縮を説いたら、トランプが出て
きて逆のことをするように、必ず揺り戻しがある
ように見えます。
☆　極端から極端に行くんだよね。そして、それに
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対して中道を説いたのがブッダ。利他主義、エゴ
イズムの克服が人類の進化の方向なんですよ。い
わばメタ・ヒューマニズム。今や、先進諸国には、
人類が次のレベルにきているのに気づき始めてい
る人々がいる。マザー・テレサやダライ・ラマと
いった人たちもそう。人間にとって、思いやりや
親切が大切なんですよ。
○　次は、「癒し」と「霊性」に関する絵本です。
Ｑ⑩『ヒーリング・キャット』42）に描かれている
ように、動物の癒しは、動物の霊性と不可分なの
でしょうか？猫は、古来より神秘的な動物と見ら
れています。例えば、文学作品には、ポーの『黒
猫』、江戸期の化猫、漱石の猫、賢治の山猫、な
ど不思議な猫が登場する作品がたくさんあります。
このことについては、どのようにお考えになりま
すか。
☆『イルカの星』でも述べたように、動物は神性を
感じさせますね。特に猫は。
○　そういえば先生の画風には、宮沢賢治の作品を
イメージさせられるものがあると思うのですが、
賢治の作品を取り上げられたことがないように思
います。ぜひ取り上げていただければ、と思いま
す。
☆　僕も、宮沢賢治の研究者の方から、先生の画風
は、宮沢賢治のイメージそのものではないですか
と言われたんですよ。過去に『やまなし』は、出
したんです。今度、出版社から依頼があったので、
『銀河鉄道の夜』を出します。いつ出るかはまだ
未定ですけど。
注
23）『地雷ではなく花をください』シリーズ…柳瀬
房子文・葉祥明絵、自由国民社、1996年-。地雷
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で全５冊刊行。
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著作。
27）アンリ・デュナン･･･スイスの実業家。赤十字
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28）『ピカドン』…丸木位里・丸木俊作、ポツダム
書店、1950年。日本画家の位里と洋画家の俊夫妻
合作による広島原爆をテーマにした絵本。『原爆
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29）『イルカの星』…葉祥明文・絵、佼成出版社、
1996年。イルカが人間に対して生命の尊さを説く
自然環境保護をテーマとした作品。
30）万物の霊長･･･万物の中でもっとも優れたもの
の意。東洋では『書経』が語源。西洋では「man 
is the lord of creation」。聖書に神が人間を自らの
姿に似せて作ったとされる。
31）アニミズム･･･すべてのものの中に精霊が宿っ
ているという信仰。イギリスの人類学者タイラー
（1832-1917）によって広まった。
32）『森が海をつくる』…葉祥明文・絵、自由国民社、
1997年。犬のジェイクが、海や川から水質汚染の
現状や解決策を教えてもらう。環境問題を扱った
絵本。
33）『ホワイトウルフの教え』…ホワイトウルフ著、
葉祥明編、ハート出版、2009年。アメリカ・イン
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メッセージ集。
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先住民の総称。本土の先住民の大部分は当初、イ
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35）トーテム・ポール･･･北アメリカ太平洋岸北西
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紋章となっているものである。
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ゼフ・ラズナック監督、クレイグ・ビアーコ主演、
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てゆく。
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2004年。神秘的な猫は、実は自分の心のなかの存
在であり、自分を守護する存在でもある。
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る葉祥明美術館にて、葉祥明氏にお会いして、直
接インタビューしたメモを活字におこし、読みや
すい形にするため若干の編集を加えたものである。
